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茂市地形

		茂市地区の地形特徴 モイチチクチケイトクチョウ

		特徴 トクチョウ		模式図 モシキズ

		渓流出口部に小扇状地が明瞭に発達 ケイリュウデグチブショウセンジョウチメイリョウハッタツ

		渓床勾配が急で斜面上にガリー浸食の著しい谷が発達 ケイショウコウバイキュウシャメンジョウシンショクイチジルタニハッタツ

		チャートなど硬質岩盤の露岩が斜面上に点在 コウシツガンバンロガンシャメンジョウテンザイ

		遷急線は斜面の最上部に発達 センキュウセンシャメンサイジョウブハッタツ

		斜面最下部の遷急線は不明瞭（判読では認定が困難） シャメンサイカブセンキュウセンフメイリョウハンドクニンテイコンナン

		崩壊地はひん岩岩脈付近に多発 ホウカイチガンガンミャクフキンタハツ

		伐採作業路付近からの崩壊が多発 バッサイサギョウロフキンホウカイタハツ

		斜面最下部の渓岸から小崩壊（空中写真判読では困難） シャメンサイカブケイキシショウホウカイクウチュウシャシンハンドクコンナン

		崖錐堆積物の分布は少なく、谷底に狭小に分布する。 ガイスイタイセキブツブンプスクタニゾコキョウショウブンプ





羽後境地形

		羽後境地区の地形特徴 ウゴサカイチクチケイトクチョウ

		特徴 トクチョウ		模式図 モシキズ

		中下流の谷底に平坦地 ナカカリュウタニソコヘイタンチ

		谷密度が大。比高が小。
(1/10,000に微地形を表現できない。) タニミツドダイヒコウショウビチケイヒョウゲン

		小規模崩壊地（跡地）が多い。 ショウキボホウカイチアトチオオ

		弧状の谷頭斜面が特徴的に発達する。 コジョウタニカシラシャメントクチョウテキハッタツ

		地すべり地形が少ない。 ジチケイスク

		植生の疎な崩壊地形～急斜面が特徴的に見られる。（→雪崩斜面？） ショクセイソホウカイチケイキュウシャメントクチョウテキミナダレシャメン

		遷急線は下流中流上流域によって位置が違う。 センキュウセンカリュウチュウリュウジョウリュウイキイチチガ

		崖錐堆積物の分布も下流中流上流で形態が異なる。 ガイスイタイセキブツブンプカリュウチュウリュウジョウリュウケイタイコト

		小扇状地、土石流堆積物は少ない。 ショウセンジョウチドセキリュウタイセキブツスク





羽後境植生

		羽後境地区の地形植生の特徴 ウゴサカイチクチケイショクセイトクチョウ

		区分 クブン		模式断面図 モシキダンメンズ		地形状況 チケイジョウキョウ		浸食状況 シンショクジョウキョウ		植生の特徴 ショクセイトクチョウ

		上流 ジョウリュウ				緩斜面谷型斜面。水系の流路は不明瞭。 カンシャメンタニガタシャメンスイケイリュウロフメイリョウ		表流水による浸食はほとんどない。

比較的安定状態。 ヒョウリュウスイシンショクヒカクテキアンテイジョウタイ		尾根部にアカマツ、
斜面にコナラ、ヤマザクラ、ササ（疎）、
谷底にミズナラなどの大木 オネブシャメンソタニゾコタイボク

		中流 チュウリュウ				谷底に平坦地はなく狭い流路があり、斜面部は急傾斜でV字谷状を呈する。 タニゾコヘイタンチセマリュウロシャメンブキュウケイシャジタニジョウテイ		表流水による下刻が進む。

遷急線が後退中で、斜面崩壊など多発。

活発な浸食活動。 ヒョウリュウスイゲコクススセンキュウセンコウタイチュウシャメンホウカイタハツカッパツシンショクカツドウ		斜面にコナラなど落葉広葉樹群落

谷底にササ（密） シャメンラクヨウコウヨウジュグンラクタニゾコミツ

		下流 カリュウ				谷底平坦地が広く、遷急線は斜面最上部に連続する。 タニソコヘイタンチヒロセンキュウセンシャメンサイジョウブレンゾク		側方浸食後、平衡状態。

遷急線の後退も遅い。 ソクホウシンショクゴヘイコウジョウタイセンキュウセンコウタイオソ		斜面にコナラなど落葉広葉樹群落

谷底にヨシなど、湿地生植物。 シャメンラクヨウコウヨウジュグンラクタニゾコシッチセイショクブツ
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